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· 開催日時　　2018年10月27日（土）　9時30分～16時30分
· 会場　　千葉県がんセンター　大会議室
· 目的
1) 緩和ケアチーム活動の質向上を図る。
2) 自施設の緩和ケアチームの活動を改善するためのPDCAサイクルを確保する
· 目標
1) 自施設での活動の評価ができる。
2) チーム内での話し合いを通じ課題を明確化できる。
3) 達成可能な目標を立案、実施することが出来る。
· 研修プログラム
1) 講義
2) グループワーク
3) 3か月後実地フォローアップ
· 講師、ファシリテータ
· 千葉県がんセンター
· 坂下医師（緩和医療科）、秋月医師（緩和医療科）、樋口看護師、中村看護師、松岡薬剤師、丹内看護師
· 院外
· 秋月伸哉医師（都立駒込病院 ）
· 田口奈津子医師（千葉大学）
· 参加者
· 君津中央病院：5名（医師、看護師、リハビリ、MSW、栄養士）
· 行徳総合病院：6名（医師、看護師、薬剤師、MSW、リハビリ2名）
· 成田赤十字病院：5名（医師、看護師、薬剤師、栄養士、心理士）
· 佐原病院：3名（医師、看護師、薬剤師）
· 3か月後実地フォローアップ
· 2月実施予定
· ファシリテータが研修者施設を訪問する。
· 課題の達成状況、実際の活動状況からファシリテータと意見交換を行う。
· 研修評価
· セルフチェックプログラムを用いた研修は緩和ケアチームの課題を見出し、改善に繋げるために有用であった。
· ファシリテータが加わることで、客観的視点から各施設における課題が明確となり、自施設の質の向上に向けた活動の検討が行えた。
· チーム内の交流を深める場となり、課題等を共有することができた。
· チーム員として自身の役割が明確化された。
· 他施設との情報交換の場となった。


アンケート結果（研修について）
	
	そう思わない
	あまりそう思わない
	まあそう思う
	そう思う
	平均
(4＝そう思う）


	1　セルフチェックプログラムを用いた研修はチームの改善に有用だと思うか
	0
	0
	5
	14
	3.74

	2　チームの役割を理解できたか
	0
	0
	6
	13
	3.68

	3　チームの役割をチーム内で共通認識できたか
	0
	0
	8
	11
	3.58

	4　チームの各職種の役割を理解できたか
	0
	0
	11
	8
	3.42

	5　チームの各職種の役割をチーム内で共通認識できたか
	0
	0
	13
	6
	3.32

	6　コンサルテーションについて理解できたか
	0
	0
	13
	6
	3.32

	7　コンサルテーションについてチーム内で共通認識できたか
	0
	0
	14
	5
	3.26

	8　GWでは課題の明確化の話し合いができたか
	0
	0
	4
	15
	3.79

	9　GWでは目標設定の話し合いができたか
	0
	0
	5
	15
	3.74

	10　GWでは具体策の立案の話し合いができたか
	0
	0
	5
	14
	3.74




アンケート結果（意見、感想）
	チームの課題、目標、改善策の明確化

	· チームの課題をしっかりと意識し、改善していくことにつながった
· チーム活動がうまくいかない理由が漠然としていたが、今回の研修で問題点が明確になった。
· 緩和ケアチーム育成にあたり、自己チェック表でどのステージに位置するかが判明すると、目標が立てやすい。
· 今までできていなかったことが明確になり、目標、具体策が立てられた。
· 自部署の改善について考えることができた。

	チーム内の交流、課題等の共有

	· チームの活動について他職種で話し合う機会を持ててよかった。
· 自施設についての理解向上、チーム内の交流にも役立った。
· GWを通じてチーム内のコミュニケーションが図れた。
· 同施設の職員だが、じっくりと話したことで、みんなの考えや役割、今後の目標が明確になった。
· チームメンバーと課題や目標、将来のイメージを共有できた。
· 普段のカンファレンスで話し合えないことが具体的に話し合える機会となった。

	自身の役割の明確化

	· チーム内でおまけ的な意識でいたので、深いところまでよくわかってよかった。
· 緩和ケアチームの役割を学び、何をしたらよいかわからずチームメンバーとして参加していたことに気付いた。
· 自分自身がどう行動したらいいか、参考になった。

	その他

	· 他施設での取り組みを聞くことができ、参考になった。



